
八女筑後看護専門学校学則 

 

   第１章 総 則 

 

 （目的） 

第１条 本校は、保健師助産師看護師法（法律203号及び学校教育法）に基づき、必要な  

知識及び技術を教授し、保健医療福祉チ－ムの一員として社会に貢献できる看護師及び 

准看護師を育成することを目的とする。 

 （名称） 

第２条 本校は、八女筑後看護専門学校と称する。 

 （位置） 

第３条 本校は福岡県八女市本村６５６番地の１に置く。 

                          

   第２章 課程、学科、修業年限及び定員並びに学年学期及び休業日 

 

 （課程、学科、修業年限、定員） 

第４条 本校の課程、学科、修業年限及び定員は下記のとおりとする。 

  課    程   学 科  修業年限  入学定員   総定員   備  考  

 看護専門課程   看護科   ２  年    ４０    ８０  

 看護高等課程  准看護科   ２  年    ４０    ８０  

 （在学年限） 

第５条 学生は、４年を超えて在学することはできない。 

 （学年及び学期） 

第６条 本校の学年は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

２ 学期は、次のとおりとする。 

   前期  ４月１日から  ９月３０日まで 

   後期 １０月１日から翌年３月３１日まで 

 （休業日） 

第７条 本校の休業日は次のとおりとする。ただし、学校長は、特に必要があると認め    

る場合には、休業日を変更し又は臨時に学習を課することができる。 

 １）土曜日、日曜日 

 ２）国民の祝日に関する法律に規定する休日 

 ３）学校創立記念日（４月１５日） 

 ４）季節休業 

    夏期休業…………３週間 

    冬期休業…………２週間  

    春期休業…………２週間 

 



   第３章 教育課程、単位数及び授業時間数、履修方法等 

 

 （教育課程、単位数及び授業時間数） 

第８条 本校の教育課程、単位数及び授業時間数等は、看護科は「別表１」、准看護科は

「別表２」のとおりとする。 

２ 学生は前項に規定する教育課程、単位数及び授業時間数を履修しなければならない。 

第９条 看護科の１単位の授業時間数は、講義及び演習については１５時間から３０時 

間、実験、実習（臨地実習含む）及び実技については３０時間から４５時間とする。 

 （単位認定） 

第１０条 看護科においては所定の科目を受講し、その科目の評価に合格した者は、所定

 の単位を取得することができる。 

２ 単位の認定は、学校長が運営会議の議を経て行う。 

 （成績評価、履修認定及び履修方法） 

第１１条 授業科目の成績評価は、学科試験及び臨地実習並びに履修状況等を総合的に勘 

案して行う。 

２ 出席時間数が授業時間数の３分の２に達しない者は、その科目について評価を受ける

 ことができない。 

３ 成績評価、履修認定及び履修方法については、別に定める。 

 （入学前の既修得科目等の履修認定） 

第１２条 本校に入学した者で、入学前の既修得科目の履修認定を希望する者は、所定の

手続きにより学校長に届け出て、学校運営会議において履修を認定する。 

１）看護科 

ア 認定する単位数は、総取得単位数の２分の１を越えない範囲とし、放送大学やその他

 の大学若しくは高等専門学校又は歯科衛生士、診療放射線技師、臨床検査技師、理学療

 法士、作業療法士、視能訓練士、臨床工学技士、義肢装具士、救急救命士、及び言語聴

 覚士の資格に係る学校において修得したもので、本校の教育内容に相当すると判断され

 た場合とする。 

イ 社会福祉士及び介護福祉士の資格に係る学校において修得した単位は、基礎分野また

 は「人間と社会」の領域に限り、本校の教育内容に相当すると認められる場合には基礎

 分野の履修に替えることができる。 

２）准看護科 

  社会福祉士・介護福祉士課程において履修した科目は、基礎分野の領域に限り、本校

の教育内容に相当すると認められる場合には、基礎分野の履修に替えることができる。 

 （始業及び終業） 

第１３条 本校の始業及び終業の時刻は、次のとおりとする。 

 １）授業時間 

  課    程    学 科  昼夜別    始業時刻    終業時刻   曜 日  

 看護専門課程    看護科   昼間    ９時１０分  １６時３０分   月～金 

 看護高等課程   准看護科   昼間    ９時１０分  １６時３０分   月～金 



 

  ２）臨地実習時間 

  課    程    学 科  昼夜別    始業時刻    終業時刻   曜 日  

 看護専門課程    看護科   昼間    ８時３０分  １６時１５分   月～金 

 看護高等課程   准看護科   昼間    ８時３０分  １５時３０分   月～金 

 

   第４章 入学、転入学、転学、休学、復学、退学並びに進級及び卒業 

 

 （入学資格） 

第１４条 本校の入学資格は次のとおりとする。 

 １）看護科 

   ア 免許を得た後３年以上業務に従事している准看護師。 

   イ 高等学校を卒業した者、若しくは通常の課程による１２年の学校教育を修了し  

        た者、又は文部科学大臣の定めるところにより、これと同等以上の学力があると

     認められた者（学校教育法第９０条の規定に該当するもの）で、准看護師の免許

    を有する者。 

 ２）准看護科 

   ア 中学校を卒業した者、又は文部科学大臣の定めるところにより、これと同等以

上の学力があると認められた者（学校教育法第５７条の規定に該当するもの）。 

   イ 外国において学校教育における９年の課程を修了した者、又はこれに準ずる者

で文部科学大臣が指定した者。 

 （入学時期） 

第１５条 入学の時期は、学年の始めとする。 

 （入学手続及び入学許可） 

第１６条 本校の入学手続は次のとおりとする。 

 １）本校に入学しようとする者は、本校の定める入学願書及び必要書類に第３２条に定

める入学検定料を添えて指定期日までに出願しなければならない。 

 ２）前号の手続を修了した者に対して、別に定める規定により選考し、入学者を決定す

  る。 

 ３）前号の選考により合格した者は、所定の期日までに、定められた書類に入学金を添

  えて手続きをとらなければならない。 

 ４）学校長は、入学手続きを終えた者に入学を許可する。 

 ５）学校長は、看護科においては入学を許可しても入学時までに准看護師免許証の確認

ができない者は、入学を取り消す。 

 （保護者等） 

第１７条 入学を許可された者は、学校で定めた誓約書により、保護者等の連署を得て提

出しなければならない。 

２ 保護者等は独立の生計を営む成年者であり、学生の在学中における行為について学則

等の諸規則を遵守するよう学生を指導・監督する責任を負わなければならない。 



３ 保護者等を変更する場合、又は保護者等の住所等変更があった場合は、直ちにその旨

を届け、所定の誓約書を提出しなければならない。 

 （転入学） 

第１８条 本校に同種の養成機関から転入学を希望する者は、別に定める書類を１月末ま

でに学校長に提出しなければならない。 

２ 学校長は、前項の転入学の手続をした者については、学年に欠員があり、かつ前校に  

おける教育の状況が本校と同等以上である場合に限り選考のうえ許可することがある。

 ただし、転入学の時期は学年の始めとする。 

 （転学） 

第１９条 在学中に他の学校養成所等に転学を希望するときは、定められた転学願を学校  

長に提出し、その許可を受けなければならない。 

 （欠席） 

第２０条 学生が病気その他やむを得ない事由により欠席しようとするときは、あらかじ

め欠席届を提出しなければならない。急病その他特別の事情のためあらかじめ欠席届が

出せないときは、直ちにその旨を報告し、登校後速やかに欠席届を提出しなければなら

ない。ただし、病気のため継続して１０日以上欠席しようとするときは、医師の診断書

を添付しなければならない。 

 （出席停止） 

第２１条 学校長は、学生が感染症等にかかりまたその恐れがあるとき、その他必要があ

ると認めたときは、その学生に対し出席停止を命ずることができる。 

 （休学） 

第２２条 病気その他やむを得ない事由によって休学しようとする者は、その理由を付し  

定められた休学願を提出し、学校長の許可を受けなければならない。 

２ 休学期間は１年間以内とする。ただし学校長が特に必要と認めたときは、さらに１年

以内に限り許可することができる。 

３ 休学期間は在学期間に算入しない。 

 （復学） 

第２３条 前条により休学した者が復学しようとするときは、復学する１ヶ月前までに定

められた復学願を学校長に提出して、その許可を受けなければならない。 

  ただし、休学の事由が病気であったときは、医師の診断書を添えなければならない。 

 （退学） 

第２４条 病気その他の事由により退学しようとする者は、定められた退学願を学校長に  

提出してその許可を受けなければならない。 

２ 学校長は、次の各号に該当する者について退学を命ずることができる。 

１）第５条に規定する在学年限を超した者 

２）正当な理由がなく授業料を納入しない者 

３）正当な理由がなく欠席が長期にわたる者 

４）法令等の違反や学校の秩序を乱す行為等、本校の学生としてふさわしくないと認め

られる者 



  （看護科の卒業） 

第２５条 看護科の卒業の認定は、学則第１０条、第１１条の認定に基づき、学校長が運

 営会議の議を経て行い、学則第８条の「別表１」に定める卒業に必要な単位を取得した

 者について行う。 

２ 卒業を認定された者には、卒業証書の授与にあわせて、専門士（医療専門課程）の称

 号を付与する。 

  （准看護科の進級及び卒業） 

第２６条 准看護科の各学年の進級又は卒業の認定は、第１１条の認定に基づき学校長が

 運営会議の議を経て認定する。 

２ 各学年において欠席日数が、出席すべき日数の３分の１を超える者は進級又は卒業さ  

せることはできない。 

３ 卒業を認定された者には、卒業証書を授与する。 

 

   第５章 職員組織 

 

 （職員） 

第２７条 本校に次の職員を置く。 

 １）学 校 長       １名 

 ２）副学校長       １名 

 ３）教   員 

   区  分     看護科    准看護科   合  計  

 専任教員    ７名以上    ５名以上  １２名以上 

 内 

 訳 

 教務主任    １名    １名    ２名 

 実習調整者    １名    １名    ２名 

 その他    ５名以上    ３名以上    ８名以上 

 非常勤講師 

（実習指導教員含む） 

 

 ３０名以上  ３０名以上  ６０名以上 

 ４）事務職員     

     事務長      １名 

     事務次長     １名 

     事務職員     ２名以上 

 ５）健康管理医      １名以上 

２ 前項の他、暫時に必要な職員を配置する。 

３ 職員の所掌事務は、別に定める。 

 

 

 



   第６章 運 営 

 

 （会議・委員会） 

第２８条 学校の円滑な運営を図るため、次の会議・委員会を設ける。 

 １） 運営会議  

 ２） 教務会議  

 ３） 講師会議  

 ４） 実習施設会議・実習指導者会議 

 ５） 入学試験会議 

 ６） 学校評価委員会 

２ 会議・委員会について、必要な事項は別に定める。 

３ 学校長は必要に応じて、他の会議・委員会を設置することができる。 

（自己点検・自己評価） 

第２９条 本校の教育目的及び社会的使命を達成するために、また、本校の教育水準の向

上を図るため、教育活動等の状況について自ら点検、評価を行うものとする。 

２ 前項の点検及び評価の実施に関し、必要な事項は別に定める。     

  

   第７章 図書管理 

 

 （図書管理） 

第３０条 図書管理については、別に定める。 

 

   第８章 健康管理 

 

 （健康管理） 

第３１条 学校長は、学生の健康を保持するため１年に１回健康診断を実施する。 

２ 前項に関し必要な事項は、別に定める。 

 

   第９章 入学検定料、入学金、授業料等 

 

 （入学検定料、入学金、授業料等） 

第３２条 本校の入学検定料、入学金、授業料等の金額及び納入期限については、別に定  

める。 

 （授業料等の納入） 

第３３条 授業料等は、出席の有無にかかわらず所定の期日までに納入しなければならな  

い。 

２ 既に納付した納付金は、返還しない。ただし、学校長が認めた場合は、この限りでな  

い。 

 



   第１０章 賞 罰 

 

 （表彰） 

第３４条 学校長は、学業成績・素行ともにすぐれ、他の学生の模範となる者を表彰する  

ことができる。 

２ 表彰に関し、必要な事項は表彰規定に定める。 

 （懲戒） 

第３５条 学校長は、教育上必要があると認めるときは、学生に対し会議を経て、訓戒・

停学又は退学を命ずることができる。 

２ 次の各号の一に該当する者に対して行う。 

 １）素行不良で改悛の見込みがないと認められる者 

 ２）無断欠席が続く者 

 ３）学納金を滞納した者 

 ４）学校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反する行為をした者 

 ５）法令等の違反や罰金以上の刑に処せられた者 

 

第１１章 雑 則 

第３６条 この学則のほかに、学校管理に必要な事項は別に定める。 

 

   附 則  

  この学則は、令和６年４月１日から施行する。 

  この学則の施行に関し、必要な事項は別に定める。 






